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宣
教
師
上
陸
の
碑

今
か
ら
四
二
〇
年
前
、
マ
ニ
ラ

を
出
港
し
た
神
父
四
名
と
修
道

士
一
名
が
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教

の
熱
望
に
、
薩
摩
藩
の
招
聘
も

あ
り
、
長
浜
出
身
の
船
長
「
レ
オ

ン
・
キ
サ
エ
モ
ン
」
所
有
の
船
に

て
上
陸
。

そ
の
後
藩
主
の
命
で
追
放
さ

れ
る
も
、
長
崎
へ
渡
り
布
教
活

動
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

上
陸
地
は
、
名
前
の
由
来
の
と

お
り
、
白
砂
の
長
い
浜
が
一
㎞

程
連
な
っ
て
い
た
。

中
で
も
「
ミ
オ
キ
の
松
」
は
大

木
で
、
昭
和
二
〇
年
の
「
山
津

波
」
で
流
さ
れ
た
人
が
、
こ
の
大

木
に
つ
か
ま
り
、
体
を
く
く
り
つ

け
助
か
っ
た
と
聞
く
。

そ
の
後
、
付
近
は
大
き
な
石

が
点
在
し
「
磯
」
が
で
き
「
貝
や

魚
」が
獲
れ
る
場
所
と
な
っ
た
。

樫
の
木
児
道
を
歩
こ
う
会

十
一
月
二
十
七
日
（

日

）

「
樫
の
木
探
検
隊
」
隊
長
以
下

五
名
が
児
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

昭
和
初
頭
、
長
浜
小
・
中
学

校
へ
通
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の

足
跡
を
体
験
す
る
こ
と
と
、
当

時
の
生
活
を
学
ん
で
も
ら
う
事

が
目
的
で
す
。

片
道
約
一
，
五
㎞
の
道
程
を
、

歩
き
切
っ
た
子
供
た
ち
は
、
標

高
約
四
百
ｍ

の
集
落
跡
地
で

生
活
の
跡
が
残
る
五
右
衛
門
風

呂
、
鉄
瓶
な
ど
に
見
入
り
、
シ
ン

ボ
ル
の
「
百
年
も
み
じ
」
の
大
き

さ
に
は
感
動
し
て
い
た
よ
う
で

し
た
。

こ
の
日
の
ご
褒
美
は
、
集
落
跡

地
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会
で

す
。

現
在
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ

り
「
記
念
碑
」
を
、
緑
地
公
園
内

へ
移
し
桜
の
木
の
下
で
観
光
客

や
地
元
民
に
見
守
ら
れ
て
い
ま

す
。当

時
、
宣
教
師
た
ち
は
、
温
か

く
迎
え
た
地
元
の
〇
〇
さ
ん
へ

持
っ
て
き
た
「ギ
ヤ
マ
ン
」の
飾
り

物
を
渡
し
、
親
交
を
深
め
た
と

伝
え
ら
れ
た
て
い
ま
す
。

今
で
も
家
宝
と
し
て
末
裔
の

方
が
保
存
し
て
い
ま
す
。

ミオキの一本松 昔のコミセン

昭和初期

mini

「
幻
の
金
鉱
脈
ト
ン
ネ
ル
」

赤
い
矢
印
で
結
ば
れ
た
長
浜

～
内
川
内
を
結
ぶ
線
は
、
江
戸

時
代
「
金
鉱
脈
」
が
あ
り
、
互
い

に
結
ば
れ
て
い
た
と
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

互
い
に
「
か
ね
や
ま
」
と
呼
ば

れ
て
い
て
、
特
に
内
川
内
「
か
ね

や
ま
」
は
海
岸
線
が
浅
く
て
一
つ

突
き
出
た
岬
を
く
り
抜
い
て
、

深
場
の
磯
か
ら
銅
の
原
石
を
積

み
込
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

阿
久
根
～
甑
島
へ
通
じ
る
「
猫

穴
」
は
有
名
で
す
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
史
跡
が

多
く
眠
っ
て
居
ま
す
。

紅葉前の百年もみじ前にて



火
災
避
難
訓
練

秋
の
全l

国
火
災
予
防
期
間

中
に
行
う
予
定
に
し
て
い
た
、

火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

を
十
一
月
十
九
日
（
土

）
に

実
施
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
空

模
様
で
、
参
加
者
が
集
ま
る
か

心
配
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
含

め
二
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
の
後
、
二
階
と

一
階
ホ
ー
ル
に
分
か
れ
て
待
機
。

二
階
の
厨
房
か
ら
「
火
事
だ
」

「
火
事
だ
ァ
」
の
声
と
と
も
に
、

避
難
誘
導
員
の
指
示
の
下
、
そ

れ
ぞ
れ
が
玄
館
先
へ
避
難
し
た
。

山
歩
き

安
全
ガ
イ
ド
講
習
会

助
八
古
道
を
は
ぐ
く
む
会
主

催
の
「
ガ
イ
ド
の
心
得
」
と
題
し

た
講
習
会
が
十
一
月
二
十
六
日

（
土
）に
開
か
る
。

下
甑
島
に
は
、
「
助
八
古
道
」

「
樫
の
木
児
道
」
か
ら
な
る
、
山

歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
本
年
度
で
九
回
目
を

迎
え
る
「
助
八
古
道
を
歩
こ
う

か
い
」は
抜
き
ん
で
て
い
ま
す
。

規
模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
に
事
故
を
起
さ
な
か
っ

た
こ
と
、
徹
底
し
た
下
見
、
整
備

そ
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ

に
は
、
関
係
者
の
地
道
な
努
力

の
賜
物
で
は
と
感
心
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
消
防
職
員
の
消
火
器

の
使
い
方
、
火
元
か
ら
〇
メ
ー

タ
ー
離
れ
て
使
用
す
る
か
、
消
火

器
の
噴
射
時
間
は
な
ど
詳
し
い

説
明
の
後
、
参
加
者
が
水
消
火
器

を
使
っ
て
標
的
に
当
て
る
実
演
を

し
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
「
初
期

消
火
」
の
大
事
さ
を
学
ん
だ
一
日

で
し
た
。

山歩きガイド

「
樫
の
木
児
道
を
歩
こ
う
会
」

も
五
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
二
年
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
安
全
対
策
は
十

分
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
「
理
性
」
を
捨
て
、

参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
「
ガ
イ
ド
」
に
徹
し
、
「
助

八
」
に
追
い
つ
く
よ
う
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
歩
こ
う
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。


